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観峰館の臨書作品（３） 
－孫過庭《書譜》の言葉と形－
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※最終的には手本として学んだ書と似てい
なくても良い、ということを述べるための
例えの数々。
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原本 
・文字の配置や 
形にズレが多い。 

草書：速書きの 
ために生まれた 
書体。 

草書体らしい 
躍動感のある 
形。

臨書： 
・文字の配置や 
形にズレが少ない。 

速書きの書体である 
草書体でありながら 
楷書体のような安定 
感を持つ形。
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《書譜》の臨書だが、 
形はあまり似ていない。 
→もしかして、こんな字の形を 
した《書譜》があった！？

伊立勲の作品を 
白黒反転



伝えられる《書譜》の形



孫過庭《書譜》 
（安麓村本） 
紙本墨拓 
清時代後期 
32.0×17.6㎝ 
観峰館蔵

原本は１点しか 
ないため、複製 
が作られる 
＝代表的なものが 
「拓本」 

※この拓本は 
観峰館HPで 
無料ダウンロード 
できます。
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伊立勲が臨書した
部分



拓本では、原本ほど筆
の打ち込み角度がはっ
きりしない。 

拓本を見て臨書する場
合は、原本の姿をかな
り積極的に想像しなが
ら臨書していたと思わ
れる。



印刷の手本も 
既に存在する。

『初拓　書譜』 
26.1×15.6×0.7㎝ 
上海有正書局 

中華民国4年（1915） 
観峰館蔵



『清宮蔵　唐孫過庭書譜序墨跡』 
35.5×29.5×1.0㎝ 

有正書局 
中華民国時代 
観峰館蔵

写真印刷の手本も既
に存在する。 
原本《書譜》の写真
印刷も中華民国期に
出版されている。
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原本 
（肉筆）

安麓村本 
（拓本）

上海有正書局 
（印刷）

上海有正書局 
（写真印刷）

色々な姿の《書譜》が存在していた。



『清宮蔵　唐孫過庭書譜序墨跡』 
35.5×29.5×1.0㎝ 

有正書局 
中華民国時代 
観峰館蔵

「写真」とはいえ当時の
印刷技術では、はっきり
しない部分もある。



『唐孫過庭書譜集聯』 
33.1×22.0×0.8㎝ 
上海芸苑真賞社 

中華民国（1915年以後） 
観峰館蔵

《書譜》に書かれた
「言葉」ではなく、
「形」が重視されて
いる例。

語句に合わせて
《書譜》から集字
した手本集。
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様々な技術で複製された
《書譜》の「形」が存在
する状況において書かれ
た伊立勲独自の「臨書」
作品。

ここまで独自の「形」だ
と、「本当に手本を見て
書いたのか？」という疑
問も生じる。 
→手本を見ずに臨書する
「背臨」であった可能性
もある。


